２００９年度

東京大学工学系大学院建築学専攻：建築史第５授業

都市＝環境から見た人類の歴史

第１回:　開講－なぜ、都市を歴史的に観る必要があるのか？
２００９年１０月０８日（木）１３：００～１６：２５
〇．はじめに

□全体のながれ：
１３：００～１３：２０　「都市を歴史的に観ることの意義」（本日の授業のねらい：村松）

１３：２０～１４：２０　一－Ⅰ　各自の自己紹介

１４：２０～１４：３０　休憩

１４：３０～１５：３０　一－Ⅱ　都市が地球環境に及ぼすインパクト

１５：３０～１５：３５　休憩

１５：３５～１６：３５　一－Ⅲ　なぜ、都市を歴史的に観る必要があるのか？
１６：３５～１６：４０　まとめと次回への予告
□今回の講義の趣旨：

第一回目の今回は、参加者のみなさん、および、私自身の自己紹介から始めて、講義の目的、全体像を述べた後、現在、都市が抱える問題、都市が地球環境にもたらす問題について文献を読み、問題意識を共有します。最後に、都市を歴史的に観ることの必要性、つまり、建築史・都市史とは何かを一緒に考えます。
Ⅰ．自己紹介、講義の趣旨、全体像：
□趣旨：

ここでは、私を含めて、各自が自己紹介をし（準備した３枚のパワーポイントをもとに、ひとり３分で自己紹介する）、相互にどういうことを考えているかを理解し、その後、何回かともに議論するための前提となるような相互理解の構築をおこないます。講義の全体像を見てもわかるはずですが、人類の発生からの１万年の歴史を都市＝環境を軸に議論していきます。ただ、よくあるような通史ではありません。常に「問い」を提示し、しかも、素朴に見えますが、都市を理解するための本質的な問いへの解答を考える、という設定です。
□事前に準備するもの：

各自、パワーポイント３枚を準備し、３分以内で自己紹介してください。経歴、関心のあること、研究のテーマ、作品、これまで読んで感動した本・建物、等々、どんなことでも結構です。
Ⅱ．都市の何が問題なのでしょうか？
□趣旨：

都市とはなんでしょうか。どんなシャープで、強靭な学問領域であっても、都市の全体像を深く満遍なく観察、分析することなど困難です。ここでは、都市をどうみているのか、都市が地球環境に及ぼすインパクトについて何が問題となっているのか等について、都市社会学、都市環境学などいくつかの学問の標準的理解をまず学びます。
□事前に準備するもの：

「都市と地球環境」というタイトルで、１０００字くらいで自分の考えをまとめてきてください。自分の学ぶディシプリンの視点を主軸にすることでもいいですし、各人のこれまでの経験に則っての議論でも大丈夫です。当日、発表してもらいます。
□リーディングス　一－Ⅱ：
１．「メガシティが地球環境に及ぼすインパクト」、『総合地球環境学研究所　要覧２００９』、５０ページ。
２．藤田弘夫『都市と文明の比較社会学』、東京大学出版会、２００３年、３～７０ページ。
３．花木啓祐『都市環境論』、岩波書店、２００４年、１～４０ページ
４．武内和彦「巨大都市の成長と地球環境」、『岩波講座地球環境学８　地球環境と巨大都市』、岩波書店、１９９８年、１～２７ページ。

５．自然共生フォーラム２１編『建築・都市環境論－水・空気・光が流れる都市づくり』、鹿島出版会、２００９年、３～２８、２２５～２４５ページ。

□参考：

１．UN-HABITAT, State of the World’s Cities 2008/2009; Harmonious Cities, Earthscan, 2008, London 
http://www.unhabitat.org/pmss/getPage.asp?page=bookView&book=2562
からダウンロードできます。関心のある方は読んでみてください。
Ⅲ．なぜ、都市を歴史的に観ることが必要なのか：
□趣旨：

私は、歴史家であることを誇りに思っています。しかし、一方で、日本における建築史、都市史研究の状況に十分満足しているわけではありません。そのひとつが、「過去への引きこもり」という建築史、都市史研究の現状です。制度化された建築史、都市史研究は確かに精緻ですが、そこで目指すものはなんでしょうか。まず、日本近代政治史の専門家である加藤陽子氏の論考を読み歴史が持つ意味を考えます。ついで、いくつかの、都市に関する「名作」、「問題作」を読むことによって、都市を歴史的に観るとの必要性、意義を学びます。それぞれの文献について、１）執筆の目的、２）都市の概念、３）分析の方法、４）分析の対象を考え、都市を歴史的に観る必要性に迫ってください。
□リーディングス　一－Ⅲ：
１．加藤陽子『戦争の日本近現代氏』、講談社現代新書、２００２年、７～２４ページ。

２．ルイス・マンフォード『歴史の都市　明日の都市』、新潮社、１９６９年、目次、４２２～４５８ページ。(Lewis Mumford, The City in History, 1961)

３．木原武一『ルイス・マンフォード』、ＳＤ選書、鹿島出版会、１９８４年、５８～１２５ページ。
４．陣内秀信『東京の都市人類学』、ちくま学芸文庫、１９９２年、１９～１０２ページ。
５．レム・コールハース『錯乱のニューヨーク』、ちくま学芸文庫、１９９９年、８～４１ページ。
６． 鈴木博之『東京の地霊』、ちくま学芸文庫、２００９年、９～３０ページ。
７．中島直人他編『都市計画家石川栄耀－都市探求の奇跡』、鹿島出版会、４～５９ページ。
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